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各
種
大
会
結
果　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
か
月
と
な
り

ま
し
た
。
重
大
ニ
ュ
ー
ス
に
は
少
し
早

い
時
期
で
す
が
、
広
報
紙
と
私
の
今
年

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

一
月
に
は
、
市
役
所
の
組
織
改
革
が

あ
り
ま
し
た
。
広
報
担
当
も
秘
書
広
報

室
か
ら
情
報
課
へ
引
越
し
、
同
時
に
Ｍ

典
君
が
異
動
、
私
も
現
場
取
材
に
復
帰
。

緑
、
南
淡
地
域
へ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
の
説
明
会
に
も
出
席
、
緊
張
の
日
々

を
お
く
り
ま
し
た
。
三
月
、
県
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
の
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。

五
月
、
川
卓
君
に
長
女
誕
生
。
十
月
、

人
間
ド
ッ
ク
受
診
。
苦
し
み
な
が
ら
胃

カ
メ
ラ
を
飲
み
、
初
め
て
胃
の
中
を
見

ま
し
た
。（
食
生
活
の
乱
れ
と
運
動
不
足

を
指
摘
さ
れ
る
）
十
二
月
、
新
コ
ー
ナ
ー

「
わ
が
ま
ち
元
気
」
と
「
ぼ
く
と
わ
た
し

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
ス
タ
ー
ト
。

　

年
末
は
、
食
事
会
や
お
酒
の
機
会
が

多
く
な
る
季
節
。
飲
み
す
ぎ
や
夜
更
か

し
な
ど
で
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
「
健

康
管
理
」
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｔ
） ら

か

室

集

編

◆
日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会

（
9
月
23
・
24
日
、
香
川
県
）
関
係
分
の
み

【
男
子
ト
リ
プ
ル
ス
】
②
サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ

Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ　

選
手
＝
社
家
薫
（
市
）、

榎
本
行
市
（
同
）、
島
田
孝
（
同
）

◆
兵
庫
県
身
体
障
害
者
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
10
月
31
日
、
豊

岡
市
）
関
係
分
の
み

【
団
体
の
部
】
①
南
あ
わ
じ
市
（
南
淡
）

選
手
＝
長
尾
謙
次
（
福
良
）、
森
山
修

（
同
）、
川
上
日
出
男
（
同
）、
数
矢
守
（
賀

集
）、
松
坂
卓
美
（
同
）、
大
西
順
子
（
阿

万
）、
初
田
ふ
み
ゑ
（
同
）、
監
督
＝
濱

田
毅
（
同
）

◆
淡
路
島
女
子
駅
伝
（
11
月
3
日
、

島
内
）

【
総
合
成
績
】
①
ス
ズ
キ
②
天
満
屋
③
京

セ
ラ

◆
南
あ
わ
じ
市
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
兼
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
11
月
5
日
、
賀
集
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
他
）

【
1
部
】
①
市
②
松
帆
③
湊
、
阿
万

【
２
部
】
①
市
②
三
原
志
知
③
榎
列
、
福

良◆
南
あ
わ
じ
市
卓
球
大
会
（
10
月

29
日
、
三
原
健
康
広
場
）

【
団
体
戦
】
▽
１
部
①
ア
グ
リ
淡
路
A
②

淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
③
東
浦
ク
ラ
ブ
B
、
洲
本

実
業
A
▽
2
部
①
阿
万
ク
ラ
ブ
B 

②
ア

グ
リ
淡
路
B
③
阿
万
ク
ラ
ブ
A
、
西
淡

ク
ラ
ブ
▽
3
部
①
東
浦
中
学
B
②
阿
万

ク
ラ
ブ
C
③
三
原
高
校
B

【
個
人
戦
】
▽
ダ
ブ
ル
ス
1
部
①
白
水
・

桑
島
（
淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
②
坂
本
・
桐
原

（
福
良
ク
ラ
ブ
）
③
岡
本
・
顕
谷
（
東
浦

ク
ラ
ブ
）、
浜
崎
・
大
下
（
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
）
▽
ダ
ブ
ル
ス
2
部
①
片
井
・

谷
口
（
淡
路
高
校
）
②
松
谷
・
松
谷
（
イ

チ
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
③
佐
藤
・
新
居
（
お

た
ま
じ
ゃ
く
し
）、
吉
田
・
阿
部
（
ア
グ

リ
淡
路
）

◆
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
少
林
寺
拳
法

淡
路
大
会
（
11
月
19
日
、
南
淡
Ｂ
＆

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か
？

　

国
民
健
康
保
険
証
（
短
期
証
及

び
資
格
証
明
書
含
む
）
は
、
11
月
30

日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬
に

郵
送
（
配
達
記
録
）
等
に
よ
り
各

戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
12

月
１
日
か
ら
は
必
ず
新
し
い
保
険

証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
不
在
等
で
お
手
元
に
届

い
て
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
お
越
し
に
な
れ
な
い

場
合
は
、
普
通
郵
便
で
郵
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
（
普
通
郵
便
の

国
民
健
康
保
険
証　

  

12
月
１
日
に
更
新

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
武
道
館
）
各
部

１
位
の
み

【
総
合
優
勝
】
緑
支
部

【
組
演
武
】
▽
少
年
低
学
年
の
部

　

伊
藤
聖
・
伊
藤
新
（
北
淡
）
▽

少
年
中
学
生
の
部　

落
合
佑
太

郎
・
仲
野
裕
生
（
三
原
）
▽
少
年

高
学
年
の
部　

木
下
乗
瑛
竜
・
原

昴
平
（
淡
路
中
部
）
▽
中
・
高
・

一
般
の
部　

上
野
勝
広
（
北
淡
）・

上
野
結
依
（
緑
）

【
団
体
演
武
】
緑
支
部
Ａ

【
単
独
演
武
】
▽
少
年
の
部　

福
岡
大
輝

（
緑
）
▽
中
学
の
部　

有
賀
大
輔
（
三
原
）

▽
中
・
高
・
一
般
の
部　

上
野
勝
広
（
北

淡
）

【
乱
捕
】
▽
５
年
生
の
部　

原
口
紘
彰
（
南

淡
）、
吉
田
秀
樹
（
緑
）
▽
６
年
生
の
部

堀
将
徳
（
南
淡
）、
西
條
彰
洋
（
南
淡
）

◆
緑
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
11
月
12
日
、
広
田
中

学
校
他
）

【
家
庭
婦
人
の
部
】
①
市
場
②
中
筋

【
ト
リ
ム
の
部
】
①
市
場
②
山
添
③
広
田

上
、
神
道

◆
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
10
月
29
日
、
国
立
淡
路
青
少
年

交
流
の
家
）

【
テ
ニ
ス
】
▽
男
子
Ａ
①
船
木
茂
浩
・
印

部
泰
男
（
洲
本
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
Ｂ
①
井
高
直
己
・
入
口
正
士
（
西

淡
テ
ニ
ス
教
室
）
▽
女
子
Ａ
①
村
井
珠

貴
・
山
口
睦
実
（
フ
リ
ー
）
▽
女
子
Ｂ

①
増
井
有
里
紗
・
牧
浦
亜
佑
美
（
フ
リ
ー
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】
①
出
田
正
弘
（
阿

万
）
②
安
宅
百
合
子
（
賀
集
）
③
川
添

啓
睦
（
阿
万
）

◆
南
あ
わ
じ
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
（
10
月
29
日
、

市
小
学
校
）

【
男
子
】
▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
①
三
原
Ａ
▽
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
①
緑
Ｂ

【
女
子
】
▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
①
神
代
、
緑
Ａ

▽
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
①
榎
列
、
八
木

◆
兵
庫
県
畜
産
共
進
会
（
10
月
26

日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
）
関
係
分
の

み【肉
牛
の
部
】
最
優
秀
賞
1
席
＝
沖
縄
﹇
清

川
浩
平
（
広
田
）﹈

◆
南
あ
わ
じ
市
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

大
会
（
11
月
12
日
、
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
）

【
大
物
賞
タ
イ
・
チ
ヌ
の
部
】
①
市
場
好

美
（
洲
本
市
）
②
斉
藤
義
孝
（
同
）
③

久
保
吉
蔵
（
豊
中
市
）

【
大
物
賞
ハ
マ
チ
の
部
】
①
三
島
孝
博
（
神

戸
市
）
②
日
々
野
仙
秋
（
潮
美
台
）

【
大
漁
賞
】
①
中
村
信
義
（
神
戸
市
）
②

広報 

12

平成 18年 工業統計調査に
　　　　　　　ご協力ください

12 月 31日現在で行います
　調査の実施にあたっては、本年 12月から来年１
月にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入いただいた内容については、
統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確な
ご記入をお願いします。
　　　　総務省統計局・兵庫県・南あわじ市

　 　

南あわじ市工業統計調査結果（従業者４人以上の事業所）
区　分 平成16年 平成 17年 増減率（％）

事業所数（所） 249 259 4.0

従業者数（人） 4,125 4,070 － 1.3

製造品出荷額等
　　　　（百万円） 74,496 76,205 2.3

※従業者数は、常用雇用者数と個人事業所主、無給家族従業者数の合計
※製造品出荷額は、加工賃収入額や修理料収入額等を含む

統
計
ミ
ニ
情
報

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
で
す

入
山
に
は
ご
注
意
を

　

ハ
ン
タ
ー
が
銃
器
や
ワ
ナ

で
狩
猟
を
し
ま
す
。

　

目
立
つ
服
装
で
入
山
し
、

お
互
い
注
意
し
て
事
故
の
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
19
年
２
月
15
日
ま

で
。

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
０
２
５

南
あ
わ
じ
市
国
民
保
護
計
画
（
案
）
の
意
見
を
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
南
あ
わ
じ
市

国
民
保
護
協
議
会
に
諮
問
し
、「
南

あ
わ
じ
市
国
民
保
護
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
案
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
ご
意
見
は
、
計
画
策
定

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
意
見
へ
の
回
答
は
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

国
民
保
護
計
画
と
は

　

武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
・

財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
が

具
体
的
な
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

定
め
た
計
画
で
す
。
国
民
保
護
法

が
平
成
17
年
9
月
に
施
行
さ
れ
、

各
地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
定
め

た
「
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て
作

成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
機

関
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
「
南

あ
わ
じ
市
国
民
保
護
協
議
会
」
に

諮
問
す
る
と
と
も
に
、
兵
庫
県
知

事
と
協
議
し
ま
す
。

計
画
（
案
）
の
閲
覧
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
、
防
災
課
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法

　

必
ず
書
面
に
よ
り
提
出
。
記
載

様
式
は
自
由
。
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
と
「
南
あ
わ
じ
市
国
民
保

護
計
画
（
案
）」
に
対
す
る
意
見

で
あ
る
こ
と
を
記
載
。

▽
提
出
方
法　

郵
送
＝
〒
６
５
６ 

・
０
４
７
２　

南
あ
わ
じ
市
市

善
光
寺
18 

― 

27
南
あ
わ
じ
市

総
務
部
防
災
課
。
フ
ァ
ッ
ク
ス

＝
F 

43
・
５
１
０
６
。
直
接

持
参
＝
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

防
災
課
（
中
央
庁
舎
）
Ｅ
メ
ー

ル
＝b

o
u
sai@

city.m
in
am
i 

aw
aji.h

yo
go
.jp

▽
提
出
期
限　

12
月
15
日
（
金
）

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
等
が
発
生
し
て
も

責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。

　

期
限
切
れ
と
な
っ
た
保
険
証

は
、
最
寄
り
の
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
・
出
張
所
・
連
絡
所
へ
お

返
し
く
だ
さ
い
。

大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う

　

保
険
証
は
、
国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
と
と
も

に
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の

大
切
な
受
診
券
で
も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
正
し
く

扱
い
ま
し
ょ
う
。

・
病
院
に
預
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、

必
ず
手
元
に
保
管

・
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶
対
し

な
い
。（
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
）

・
紛
失
し
た
り
、
破
れ
て
使
え
な

く
な
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
届

け
出
て
、
再
交
付
を
受
け
る

ご
存
知
で
す
か
？

・
出
稼
ぎ
や
長
期
の
旅
行
、
修
学

の
た
め
家
族
と
離
れ
る
と
き

は
、
申
請
す
る
と
別
に
保
険
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

・
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

は
、
期
間
の
短
い
短
期
証
ま
た

は
、
資
格
証
明
書
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
資
格
証
明
書
が
交
付

さ
れ
て
い
る
方
の
中
で
、
保
険

税
を
納
付
で
き
な
い
特
別
の

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
保
険
課

へ
届
け
出
る
と
、
条
件
に
よ
り

交
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
資
格
証
明
書
で
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
場
合
は
、10
割
（
全
額
）

を
負
担
し
、
後
で
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
へ
申
請
す
る
と
保
険

料
を
給
付
し
ま
す
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

沖
田
実
（
洲
本
市
）
③
津
田
良
一
（
神

戸
市
）

【
レ
デ
ィ
ー
ス
賞
】
①
亀
山
愛
（
神
戸
市
）

【
チ
ビ
ッ
コ
賞
】
①
川
畑
智
津
子
（
西
宮

市
）

◆
こ
の
欄
へ
の
掲
載
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）

ま
で

ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
す
る
赤
川
香
織
選
手

（
淡
路
島
女
子
駅
伝
、
南
淡
公
民
館
前
）

▲大物を狙う釣り人（南あわじ市フィッシング大会）

▲国民健康保険証




